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循環器内科 

 スタッフ（項目見出しスタイル） 

科長  伊藤 正明 

副科長  藤井英太郎 

   

医師数 常 勤 8 名 

 併 任 0 名 

 非常勤 6 名 

 

 診療科の特色・診療対象疾患 

循環器内科では、狭心症・心筋梗塞、心不全、不

整脈、肺血栓塞栓症・深部静脈血栓症など、循環器

領域のあらゆる疾患に対する治療を行っています。 

 

1. 当科で扱う疾患 

1) 虚血性心疾患（狭心症・心筋梗塞） 

心臓 CT・MRI 検査や血管内超音波検査等による画

像診断とカテーテルインターベンション治療、薬物

療法によるリスク因子の治療と再発予防を行ってい

ます。 

2) 不整脈 

心臓電気生理学的検査による診断と各種頻脈性不

整脈に対するカテーテルアブレーション治療、埋込

型除細動器（ICD）植え込み術、ペースメーカー植え

込み術、抗不整脈薬による薬物療法を行っています。 

3) 心不全 

心エコー検査等による最新の診断と各種薬物治療、

両室ペーシングなどによる難治性心不全の治療を行

っています。 

4) 深部静脈血栓症・肺血栓塞栓症（エコノミーク

ラス症候群）、肺高血圧症 

血栓溶解療法、下大静脈フィルター留置術、カテ

ーテル肺動脈拡張術、肺血管拡張薬持続静注療法を

行っています。 

5) 末梢動脈疾患 

重症虚血肢に対する血管拡張術と自己骨髄細胞移

植による血管新生療法を行っています。 

6) 生活習慣病 

高血圧症、脂質異常症、糖尿病、メタボリック症

候群などの生活習慣病は、動脈硬化の危険因子です。

生活習慣病が進展すると脳卒中、虚血性心疾患、閉

塞性動脈硬化症などの疾患が発症します。動脈硬化

進展予防のため、生活習慣病の治療を行っています。 

 

以上のような疾患を取り扱っています。種々の疾

患に対応するため、救命救急科、心臓血管外科、放

射線診断科、小児循環器科などと密に連絡を取り合

っております。急性冠症候群に対しては、消防との

連携による 12 誘導心電図の伝送システムを用いて、

より迅速な対応を目指しています。また、大学病院

内に設置されている CCU ネットワーク支援センター

が、三重県下の総合病院、医師会、消防、三重県と

連携を取り合ってデータを収集し、急性冠症候群に

対する救急医療体制の強化を進めています。 

 

2. 得意とする分野 

 狭心症・心筋梗塞に対する薬物治療・カテー

テルインターベンション治療 

 不整脈に対する薬物治療・カテーテルアブレ

ーション治療・ペースメーカー植え込み術 

 重症心不全・難治性心不全の診断と治療 

 深部静脈血栓症・肺血栓塞栓症・肺高血圧症

の診断と治療 

 末梢動脈疾患の診断とカテーテル治療 

 治療抵抗性高血圧症の診断と治療 

3. 検査 

心臓・血管超音波検査、負荷心電図検査、ホルタ

ー心電図検査、血圧脈波検査（ABI）、空気脈波検査

（APG）、皮膚灌流圧測定検査（SPP）、 心臓核医学

検査、肺換気・血流シンチグラム、心臓カテーテル

検査、血管造影検査、血管内超音波検査、光干渉断

層検査（OCT）、血管内視鏡検査、心臓電気生理学的

検査、自由行動下血圧測定 

 

4. 医療機器 

超音波装置（エコー）、心臓 MRI、血管三次元 CT、

心臓核医学装置、心臓 PET、血管造影装置、血管内超

音波（IVUS）、OCT システム、冠血流予備量比（FFR）

測定装置、高周波カテーテルアブレーション装置、

CARTO マッピングシステム（心腔内三次元立体画像診

断装置）、EP Navigator 

 

 当科スタッフの取得専門医 

日本循環器学会循環器専門医、日本内科学会総合

内科専門医(以上はほとんどのスタッフが取得して
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います)、日本高血圧学会高血圧専門医、日本心血管

インターベンション治療学会心血管インターベンシ

ョン専門医、日本不整脈学会・日本心電学会不整脈

専門医、日本動脈硬化学会動脈硬化専門医、日本脈

管学会脈管専門医など。 

 

 診療実績 

2010 年以降の循環器領域の検査・治療件数の推移

を示します。 

表１ 検査 

年代 2010 年 2011 年 2012 年 

冠動脈造影検査 531 515 561 

心筋生検 40 31 14 

心臓電気生理学的検査 39 36 25 

経胸壁心エコー 4557 4489 4732 

経食道心エコー 116 131 138 

ホルター心電図 504 519 509 

トレッドミルまたはエルゴメーター負荷試験 116 162 97 

冠動脈 CT 131 177 201 

心臓 MRI 322 329 422 

 

表２ 治療 

年代 2010 年 2011 年 2012 年 

経皮的冠動脈形成術 304 222 203 

ロータブレーター 11 26 31 

カテーテルアブレーション 111 125 137 

ペースメーカー植え込み術 37 33 37 

心臓再同期療法 10 0 5 

ICD 植え込み術 11 13 17 

CRT-D 植え込み術 10 14 9 

下大静脈フィルター 21 12 10 

経皮的バルーン肺動脈拡張術 0 5 10 

カテーテル血栓溶解療法 6 3 0 

下肢血管内治療 17 38 62 

CRT-D; 除細動機能付き心臓再同期療法, ICD; 埋込

型除細動器 

 

 臨床研究等の実績 

1) 心筋虚血・末梢動脈疾患 

2012 年より三重県の急性心筋梗塞診療に関連する 2

つの大きなプロジェクトが進行中です。ひとつは地

域医療再生計画における急性心筋梗塞分野の事業で

あり、「心電図伝送システム整備事業」、「急性心筋梗

塞回復期リハビリテーション設備整備事業」、「三重

県 CCU ネットワーク支援センター設立事業」の 3

つの事業からなります。もうひとつは、厚生労働省

科学研究費補助金の承認を受けた『過疎地域等にお

ける急性心筋梗塞の急性期治療の体制整備に関する

研究』です。今回のプロジェクトで Web 登録による

データベースシステムを構築し、2013 年 1 月より県

内の 14 施設において急性心筋梗塞に関するデータ

収集を開始しました。今後、各地域の診療実態を分

析することにより、県内の各医療圏における問題点

の抽出を行う予定です。 

2) 不整脈 

2012年 1月 4日に三重大学病院(新病院)が開院し、

カテーテルアブレーションのための新しいナビゲー

ションシステムとして、EP Navigator が導入されま

した。特に心房細動に対するカテーテルアブレーシ

ョン時に有用です。EP Navigatorを用いた73例と、

従来の電気生理学的検査用 3D マッピングシステム

CARTOⓇ XP を用いた 53 例を比較検討したところ、

肺静脈隔離に要した時間は EP Navigator 群で有意

に短く、アブレーション時の放射線被爆(基準線量)

も低減できました。 

3) 心不全・心機能 

V2 受容体拮抗薬であるトルバプタンのうっ血改

善効果を、本邦で初めて右心カテーテル検査で詳細

に評価し、英語論文に掲載されました（J Cardiol 60: 

462-469, 2012）。また、侵襲的検査法である心臓カ

テーテル検査と、非侵襲的検査法である心臓超音波

検査や心臓 MRI・CT 検査と比較検討することで、

左室・右室機能低下および心室間相互作用の定量化

とメカニズム解明をめざし、冠血流予備低下の定量

化や周辺疾患との関連性を検討するなど、多くの研

究を進め、その成果が着実に出ております。更に、

三重県下の慢性透析症例における心・血管病を、経

年的な超音波検査で 5 年間にわたって追跡する多施

設共同研究（MIE CARE-HD 研究）を進めており、

興味深い結果が出るものと思われます。 

4) 肺循環・静脈血栓症 

末梢型慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対する経皮的

肺動脈バルーン拡張術を積極的に試みており、これ

までに経皮的肺動脈バルーン拡張術を施行した 10

例と血管拡張薬のみでの治療例 10 例とを比較した

ところ、平均肺動脈圧は経皮的肺動脈バルーン拡張

術施行例で 20.6％低下したのに対して、血管拡張薬

のみ治療例では 1.2％の低下にとどまり、経皮的肺動

脈バルーン拡張術の薬物治療に対する優位性が示さ

れました。また、肺高血圧症発症前の自己免疫疾患

患者における運動負荷誘発肺動脈圧上昇例に対する

薬物治療介入の効果を検討しており、1 年後フォロー

検査にて運動負荷時の全肺血管抵抗の変化量が治療

介入群では低下したのに対して治療非介入群では増
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加しており、早期薬物治療介入の有効性が示唆され

ました。 

5) 高血圧・心血管リスク 

関連病院や開業医の方々と協力して、種々の前向

き臨床研究を行っています。現在、以下の研究を実

施中です。オープンラベル無作為割り付け多施設共

同前向き研究「アンジオテンシン受容体拮抗薬で十

分な降圧効果が得られない慢性腎臓病患者に対する

エプレレノン併用療法の有用性の検討（Optimal 

hypertension therapy With Aldosterone blocker 

SElara：OWASE study）」（ARB 服用後に尿中アル

ブミンを認める高血圧患者にエプレレノン 100 例あ

るいはサイアザイド 100 例を投与し、12 ヶ月後の尿

中アルブミン減少率を比較する）、前向き前後比較研

究「スタチン製剤およびカルシウム拮抗薬を投与中

の患者に対するカデュエット配合錠の有用性の検討

（ADherence eValuatIon for Caduet in MiE：

ADVICE study）」（スタチンとカルシウム拮抗薬を

併用中の患者 100 例で、こられをカデュエット配合

錠に切り替え、3 ヶ月後の服薬アドヒアランスならび

に脂質値・血圧値の変化を比較する）。いずれの試験

も患者登録が終了し追跡調査中です。 
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